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森
友
問
題
が
裁
判

に
発
展
し
、
政
府
も

隠
し
切
れ
な
く
な
っ

て
赤
木
フ
ァ
イ
ル
が

出
て
き
た
。
モ
リ
カ

ケ
問
題
は
、
ど
う
考
え
て
も
安
倍

前
総
理
が
無
関
係
と
は
思
え
な

い
。
保
身
し
か
考
え
て
い
な
い
忖

度
官
僚
が
公
文
書
を
廃
棄
し
た
と

強
弁
す
る
が
、
信
じ
る
人
は
少
な

い
だ
ろ
う
。
国
有
地
を
８
億
円
も

値
引
き
し
た
経
緯
は
不
明
の
ま
ま

だ
。
誠
実
な
公
務
員
を
死
に
追
い

や
っ
た
責
任
は
だ
れ
が
と
る
の

か
。
佐
川
な
る
東
大
出
身
官
僚

は
、
ウ
ソ
を
つ
く
こ
と
で
生
活
の

保
障
は
得
ら
れ
て
も
、
だ
れ
も
尊

敬
し
な
い
だ
ろ
う
。
官
僚
の
名
誉

や
矜
持
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
▼

協
会
で
の
山
極
壽
一
元
京
大
総
長

の
講
演
会
で
は
、
ゴ
リ
ラ
と
と
も

に
ア
フ
リ
カ
の
森
に
住
み
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ゴ
リ
ラ
の
生
態

を
観
察
さ
れ
た
結
果
が
語
ら
れ

た
。
ゴ
リ
ラ
は
無
声
音
だ
が
言
語

に
近
い
音
を
出
し
て
挨
拶
し
、
食

物
を
仲
間
に
分
け
与
え
る
。
こ
れ

は
他
者
を
信
用
し
て
い
る
こ
と
の

表
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
他
の
動

物
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、

ゴ
リ
ラ
と
ヒ
ト
の
共
通
点
で
あ

り
、
人
類
の
文
明
発
祥
の
淵
源
、

嚆こ
う

矢し

だ
と
述
べ
ら
れ
た
▼
一
方
で

ゴ
リ
ラ
は
、
仲
間
の
見
て
い
る
と

こ
ろ
で
排
便
し
た
り
性
交
す
る
点

で
人
類
と
異
な
る
。
約
６
０
０
万

年
前
、
ゴ
リ
ラ
な
ど
の
類
人
猿
と

袂た
も
とを

別
っ
た
人
類
の
祖
先
は
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
か
ら
サ
バ
ン
ナ
に
進

出
。
平
原
に
出
た
人
類
の
祖
先
は

体
毛
を
失
い
、homo sapiens

の

み
が
持
つ
羞
恥
心
か
ら
、
排
便
、

性
交
を
隠
れ
て
す
る
よ
う
に
な
っ

た
▼
し
か
し
前
総
理
や
先
の
財
務

官
僚
は
、
保
身
の
た
め
に
平
気
で

嘘
を
つ
き
、
恥
も
外
聞
も
気
に
せ

ず
、
周
囲
か
ら
後
ろ
指
を
さ
さ
れ

て
い
る
。
恥
を
忘
れ
た
人
間
は
万

物
の
霊
長
と
言
え
る
の
か 
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鼻
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多くの人々と声を上げ行動し、憲法が輝く県政へ ２面

研
面
究 ６面保険診療のてびき　SDGs等から熱中症を考え、

体液管理と経口補水療法の活用

政策解説　2021年兵庫県知事選挙
５年間で県下715床を削減 ３面

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会・市民学習会

「口腔ケア」「口腔ケア」でで「コロナ禍」「コロナ禍」をを乗り切ろう乗り切ろう
　

口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を
確
認
し
、
広
め
よ
う
―
―
。
協
会
な
ど
で
構

成
す
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
６
月
６

日
に
、
協
会
会
議
室
で
市
民
学
習
会
「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
求
め
ら
れ
る

『
口
腔
ケ
ア
』
の
大
切
さ
」
を
開
催
し
た
。
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬

学
総
合
研
究
科
教
授
の
高
柴
正
悟
先
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、
医

科
・
歯
科
医
療
関
係
者
と
市
民
ら
50
人
（
来
場
15
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴

35
人
）
が
参
加
し
た
。

　

高
柴
先
生
は
冒
頭
、
医
療
に
お

け
る
歯
科
の
目
的
・
意
義
を
「
噛

ん
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
栄
養
管

理
と
、
口
腔
内
管
理
に
よ
る
感
染

・
炎
症
の
制
御
」
と
し
、
口
腔
の

健
康
状
態
が
悪
い
と
、
口
腔
機
能

の
み
な
ら
ず
、
糖
尿
病
、
肥
満
、

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
、
心
血
管

障
害
な
ど
の
疾
患
の
リ
ス
ク
が
有

意
に
高
ま
る
こ
と
を
解
説
。「
口

腔
ケ
ア
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
・
向
上

し
て
充
実
し
た
生
涯
を
送
ろ
う
」

と
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
の
デ

ン
タ
ル
プ
ラ
ー
ク
か
ら
検
出
さ
れ

た
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
口
腔

ケ
ア
の
重
要
性
を
指
摘
。「
歯
周

炎
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
重
症

度
と
の
関
係
を
示
す
症
例
研
究
も

あ
り
、
感
染
を
防
ぐ
こ
と
の
み
な

ら
ず
、
重
症
化
を
防
ぐ
に
あ
た
っ

て
も
口
腔
ケ
ア
の
果
た
す
役
割
は

少
な
く
な
い
」
と
し
、
あ
わ
せ
て

マ
ス
ク
の
種
類
ご
と
の
効
用
や
使

用
時
の
留
意
点
な
ど
も
確
認
し
な

が
ら
感
染
対
策
の
徹
底
を
訴
え

た
。

　

ま
た
講
師
は
、
日
本
の
未
来
社

会
の
予
測
か
ら
「
人
口
構
成
も
今

と
は
大
幅
に
変
化
す
る
が
、
医
療

や
老
後
を
支
え
る
技
術
等
も
今
後

発
展
す
る
は
ず
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
取
り
組
み
で
健
康
寿

命
の
延
伸
は
可
能
」
と
し
、「
体

力
に
応
じ
た
生
活
の
工
夫
を
し
、

口
腔
ケ
ア
な
ど
で
免
疫
力
を
強
化

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

質
疑
で
は
「
全
身
疾
患
の
改
善

と
口
腔
ケ
ア
の
関
係
性
は
大
い
に

首
肯
で
き
る
」（
医
師
）、「
歯
科

医
療
現
場
で
の
感
染
対
策
の
徹
底

ぶ
り
は
も
っ
と
注
目
が
集
ま
っ
て

も
良
い
は
ず
」（
歯
科
医
師
）
な

ど
多
彩
な
発
言
が
あ
っ
た
。

　

同
会
世
話
人
の
加
藤
擁
一
副
理

事
長
と
柴
田
麻
紀
先
生
（
き
た
す

ま
歯
科
）
が
「
保
険
で
よ
り
よ
い

歯
科
医
療
を
」
署
名
の
協
力
を
訴

え
た
。
冨
澤
洪
基
評
議
員
が
司
会

を
務
め
た
。
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高
柴
先
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し

（
上
写
真
）、
口
腔
ケ
ア
と
感
染
対
策

の
徹
底
を
訴
え
た

　

６
月
３
日
、
協
会
は
厚
生
労
働
省
交
渉
を
行
っ
た
。
協
会
か
ら
は

武
村
義
人
副
理
事
長
が
参
加
。
厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
大
宮
貴
司
医

政
局
医
療
経
営
支
援
課
課
長
補
佐
、
宮
崎
靖
子
医
政
局
経
済
課
医
療

用
物
資
等
確
保
対
策
推
進
室
室
長
補
佐
、
川
嶋
康
平
保
険
局
医
療
課

主
査
、
岡
嶋
良
典
保
険
局
医
療
課
主
査
、
七
松
優
健
康
局
結
核
感
染

症
課
員
が
参
加
し
た
。
交
渉
は
清
水
忠
史
衆
院
議
員
（
共
産
党
）
事

務
所
を
通
じ
て
実
現
し
た
も
の
。

　

協
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

多
く
の
医
療
機
関
が
発
熱
外
来
を

維
持
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
補

助
金
が
昨
年
度
で
打
ち
切
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
会
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
「
標
榜
時
間
以
外
に
発
熱

外
来
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
人
件
費
が
払
え
な
く
な

る
」
な
ど
の
声
を
示
し
て
、
補
助

金
の
継
続
を
求
め
た
。
厚
労
省

は
、「
各
種
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の

特
例
的
な
対
応
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
る
に
留
ま
っ

た
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
協
会
が
、
政
府
が
打
ち
出
し
て

い
る
、
回
数
が
多
い
ほ
ど
単
価
が

高
く
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
は

な
く
、
小
規
模
な
医
療
機
関
が
、

通
常
診
療
外
の
時
間
を
設
け
て
か

か
り
つ
け
患
者
等
に
個
別
接
種
を

行
う
た
め
に
報
酬
単
価
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
と
訴
え
た
の
に
対

し
、
厚
労
省
は
「
現
状
で
は
個
別

接
種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

当
た
り
の
接
種
回
数
を
増
や
す
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
際
し
て
、
自
宅
で
の
療
養
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
患
者
に
対

し
、
往
診
等
を
行
っ
た
際
の
診
療

報
酬
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
「
自

在
医
総
管〝
算
定
可
〞も

新
型
コ
ロ
ナ
在
宅
患
者

厚
労
省
が
回
答

て
、
確
実
に
往
診
等
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
必
要
な
医
療
情
報
を
保
健

所
と
医
療
機
関
等
の
間
で
共
有
す

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
と
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
期
の
酸

素
濃
縮
装
置
の
不
足
に
対
し
て
、

小
型
ボ
ン
ベ
も
酸
素
濃
縮
装
置
の

代
替
と
し
て
認
め
る
な
ど
の
措
置

を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
は
「
酸
素
濃
縮
装
置
で
は
な

く
、
携
帯
用
酸
素
ボ
ン
ベ
を
単
体

で
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
。
そ
の

際
は
、
酸
素
ボ
ン
ベ
加
算
を
算
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
回
答
し

た
。
協
会
は
「
携
帯
用
酸
素
ボ
ン

ベ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
に
使

用
す
る
に
は
容
量
が
少
な
す
ぎ

る
。
何
本
も
利
用
す
る
に
し
て

も
、
月
に
８
８
０
点
で
は
採
算
が

合
わ
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を
要

求
し
た
い
」
と
さ
ら
な
る
改
善
を

求
め
た
。

宅
療
養
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
に
対
す
る
医
師
の
診
療
に

つ
い
て
、
在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料
に
つ
い
て
は
、
総
合

的
な
在
宅
療
養
計
画
を
作
成

す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
せ

ば
算
定
で
き
る
」
と
回
答
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
に
対

し
て
保
健
師
が
状
態
把
握
を

行
う
こ
と
が
多
く
、
医
師
に

よ
る
医
療
介
入
が
遅
れ
、
重

症
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点

に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
の
自
宅
療
養
者
に
つ
い

清水議員（奥）を交え、コロナ診療時の
対応について交渉　　　　　　　　　　
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よ
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歯
科
医
療
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許
さ
れ
な
い
。
も
し
採
決
さ
れ
て

も
国
民
の
怒
り
は
広
が
る
ば
か

り
。
野
党
共
闘
で
政
権
交
代
を
実

現
し
、
中
止
し
た
い
」
と
し
た
。

歯
科
署
名
に
つ
い
て
は
、「
口
腔

ケ
ア
の
大
切
さ
は
理
解
し
て
い

る
。
政
府
に
国
民
と
医
療
者
の
声

を
届
け
た
い
」
と
署
名
３
０
０
筆

の
紹
介
を
承
諾
し
た
。

初
夏
の
歯
科
総
行
動
集
会

　

国
会
議
員
要
請
の
同
日
昼
に

は
、
国
会
議
員
会
館
内
に
て
、
初

夏
の
歯
科
総
行
動
集
会
と
「
＃
医

療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
と
め
る
」

緊
急
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」

全
国
連
絡
会
が
開
催
し
た
「
初
夏

の
歯
科
総
行
動
集
会
」
に
は
、
各

協
会
や
、
各
地
の
歯
科
技
工
士
会

・
歯
科
技
工
士
連
盟
団
体
な
ど
が

参
加
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
も
兵
庫
協
会
の
加

藤
擁
一
副
理
事
長
を
は
じ
め
、
全

国
の
歯
科
技
工
所
、
歯
科
技
工
士

機
関
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
１

年
以
上
経
つ
が
、
こ
の
間
の
政
府

の
無
策
ぶ
り
は
目
に
あ
ま
る
。
現

場
か
ら
制
度
改
善
の
声
を
上
げ
よ

う
」
と
し
た
。
ま
た
、
16
人
の
与

野
党
の
国
会
議
員
が
集
会
に
駆
け

つ
け
「
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
の
宣

伝
」「
低
歯
科
診
療
報
酬
の
改

善
」
の
た
め
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

「
＃
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍

化
と
め
る
」
緊
急
集
会

　

歯
科
集
会
に
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
同
集
会
に
も
、
リ
モ
ー
ト
含

め
全
国
か
ら
多
数
が
参
加
、
立
憲

民
主
・
共
産
な
ど
の
国
会
議
員
が

続
々
詰
め
か
け
発
言
し
た
。

　

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
は
、

あ
い
さ
つ
で
、「
与
党
は
今
日
に

も
参
院
の
委
員
会
で
強
行
採
決
す

る
勢
い
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
が

苦
し
む
な
か
で
、
社
会
保
障
削
減

あ
り
き
の
政
策
を
強
行
す
る
政
府

の
姿
勢
に
国
民
の
反
発
は
必
至
。

き
た
る
べ
き
総
選
挙
で
与
党
に
審

判
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

参
加
者
は
一
斉
に
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
「
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
止
め
る
」
の
意
思
を
ア
ピ
ー

ル
。「
拙
速
な
採
決
を
せ
ず
、
徹

底
審
議
の
う
え
撤
回
・
廃
案
を
求

め
る
」
と
の
緊
急
要
請
を
確
認
し

た
。

　

協
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
窓
口
負

担
を
元
の
水
準
に
戻
す
よ
う
、
国

会
議
員
へ
の
要
請
な
ど
の
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　「自己炎症性疾患（Autoinflammatory diseases）」は、ローマ時代に起源
をもつ家族性地中海熱（FMF）をプロトタイプとする遺伝性周期熱につい
て、原因となる変異遺伝子からTNF受容体関連周期性症候群（TRAPS）と
メバロン酸キナーゼ欠損症（MKD）／高IgD症候群（HIDS）と定義し直し
たことから始まりました。21世紀のゲノム時代を象徴するように、それま
で臨床的に定義されていた疾患に原因遺伝子変異という答えを与え、新た
な疾患概念を生み出してきました。家族性寒冷蕁麻疹からのクリオピリン
関連周期熱症候群（CAPS）然り、若年発症サルコイドーシスからのブラ
ウ症候群（NOD２関連全身性肉芽腫症という呼称は定着しませんでした）
然り、汎発性膿疱性乾癬からのIL-36受容体欠損症（DITRA）然り、凍瘡を
伴う骨骨膜症（中條－西村症候群）からのプロテアソーム関連自己炎症性
症候群（PRAAS）然りです。本講演では、非遺伝性の自己炎症性疾患を
含め、拡大する「自己炎症性疾患」をわかりやすく紹介します。
 【金澤　記】

日　時　８月７日（土）17時～
会　場　 協会５階会議室（※講師は来場せず現地からZoomによる講演となり

ます。会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願
いしておりますが、インターネット環境やその他の理由でZoom視聴が
困難な場合はご来場ください）

講　師　兵庫医科大学皮膚科　主任教授　金澤　伸雄先生
参加費　無料

まるわかり！自己炎症性疾患

第576回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

Zoom視聴希望者は、yamakawa-t@doc-net.or.jpへ、メールの件名を
「８月診内研Zoom視聴」とし、本文に①医療機関名、②お名前、③電話
番号を記載の上、送信してください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

集会へかけつけた国会議員へ歯科医療拡充を
求める署名用紙を提出　　　　　　　　　　

感
染
症
対
策
は
も
と
よ
り
、
今

後
の
県
内
の
医
療
提
供
体
制
に

と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
選
挙

で
あ
る
。

　

国
政
で
は
、
政
治
と
金
に
ま

つ
わ
る
多
く
の
疑
惑
を
隠
蔽
す

る
安
倍
・
菅
の
自
公
長
期
政
権

の
堕
落
、
劣
化
が
著
し
い
。
政

策
面
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
必
要
な
医
療
提
供
体

制
整
備
を
都
道
府
県
に
丸
投
げ

し
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し

て
お
き
な
が
ら
国
民
生
活
に
必

要
な
補
償
を
し
て
い
な
い
。
こ

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、

防
疫
・
検
疫
体
制
が
ま
っ
た
く

機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
、
各
地

で
医
療
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
た

に
対
す
る
慰
労
金
の
支
給
に
も

疑
問
を
呈
し
、
感
染
患
者
用
の

病
床
整
備
も
全
国
で
低
水
準
に

と
ど
ま
る
な
ど
、
と
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
県
民
の
命
と
健

康
を
守
る
政
治
と
は
い
え
な

い
。

　

県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
井

戸
県
政
の
継
承
を
公
約
す
る
金

澤
和
夫
氏
で
は
、
県
政
の
転
換

は
望
む
べ
く
も
な
い
。
ま
た
、

前
大
阪
府
財
政
課
長
の
齋
藤
元

彦
氏
は
、
大
阪
府
・
市
が
進
め

る
万
博
や
国
際
金
融
都
市
構
想

等
に
兵
庫
県
を
連
携
さ
せ
る
こ

と
や
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
公
約
と
し
て
お
り
、「
維
新

政
治
」
を
兵
庫
県
で
も
実
現
す

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
実
際

に
大
阪
で
は
、
維
新
政
治
に
よ

る
公
的
病
院
の
縮
小
の
結
果
、

医
療
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
候
補
が
め
ざ

す
兵
庫
県
政
は
、
住
民
の
医
療

や
福
祉
を
切
り
捨
て
、
大
企
業

へ
の
利
益
誘
導
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

選
挙
に
行
こ
う
！

投
票
に
行
こ
う
！

　

地
方
公
共
団
体
の
役
割
は

「
住
民
福
祉
の
増
進
」
で
あ

り
、
彼
ら
に
県
政
を
任
せ
て

は
、
私
た
ち
が
望
む
県
民
の
医

療
・
福
祉
の
充
実
は
困
難
で
あ

る
。
協
会
は
憲
法
が
輝
く
兵
庫

県
政
を
つ
く
る
会
の
金
田
峰
生

候
補
と
政
策
協
定
を
結
び
、
支

持
推
薦
を
決
定
し
た
。
新
自
由

主
義
に
突
き
進
む
勢
力
と
そ
れ

を
補
完
す
る
勢
力
に
厳
し
い
審

判
を
下
し
、
国
政
か
ら
県
民
を

守
り
、
立
憲
主
義
を
掲
げ
、

〝
憲
法
が
輝
く
〞
県
政
を
勝
ち

取
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
今
国
会
で
自
民
・

公
明
・
維
新
・
国
民
各
党
の
賛

成
で
成
立
し
た
医
療
分
野
の
法

案
に
は
、
地
域
医
療
構
想
を
推

進
す
る
医
療
法
（
＝
病
床
削
減

推
進
）
改
定
と
、「
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
」
を
推
進
す
る

高
齢
者
医
療
確
保
法
（
＝
高
齢

た
政
治
か
ら
県
民
を
守
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
、
井
戸
知
事

か
ら
は
、
そ
う
い
う
姿
勢
が
全

く
見
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
病
床
削
減
あ
り
き
の
地
域
医

療
構
想
を
推
進
し
、
国
政
に
完

全
に
〝
右
に
な
ら
え
〞
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
医
療
従
事
者

政
府
の
責
任
は
重
い
。

　

一
方
で
、〝
グ
リ
ー
ン
成
長

政
策
〞〝
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
〞

な
ど
の
新
た
な
利
権
を
作
り
出

し
て
企
業
奉
仕
に
明
け
暮
れ
、

さ
ら
な
る
規
制
緩
和
で
企
業
が

よ
り
自
由
に
利
益
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

者
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
）

が
あ
る
。
国
民
生
活
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
、
こ

の
よ
う
な
法
を
成
立
さ
せ
る
よ

う
な
勢
力
に
は
、
断
固
〝
Ｎ

ｏ
！
〞
を
突
き
つ
け
る
べ
き
で

あ
る
。

　

県
政
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
っ

　

７
月
18
日
に
兵

庫
県
知
事
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
。
こ

の
選
挙
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

７
・
18
兵
庫
県
知
事
選

多
く
の
人
々
と
声
を
上
げ
行
動
し
、

憲
法
が
輝
く
県
政
へ

　

協
会
・
保
団
連
は
６
月
３
日
、

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
請
願
署
名
の
紹
介
議
員
の
引

き
受
け
な
ど
を
求
め
て
国
会
要
請

行
動
を
実
施
。
武
村
義
人
・
川
西

敏
雄
両
副
理
事
長
と
、
白
岩
一
心

理
事
が
国
会
議
員
に
要
請
し
た
。

盛
山
正
仁
（
自
民
）、
関
芳
弘

（
自
民
）、
桜
井
周
（
立
民
）、
清

水
忠
史
（
共
産
）
各
衆
院
議
員
が

面
会
に
応
じ
た
。

し
て
紹
介
議
員
を
引
き
受
け
る
よ

う
陳
情
。
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

窓
口
負
担
増
（
６
月
４
日
に
法
案

成
立
）
に
つ
い
て
も
、「
高
齢
者

の
さ
ら
な
る
受
診
抑
制
を
引
き
起

こ
す
も
の
で
あ
り
、
中
止
を
お
願

い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　

盛
山
議
員
は
医
療
情
勢
に
つ
い

て
、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
で

は
、
先
生
方
に
負
担
を
か
け
て
い

る
が
、
先
月
よ
り
は
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
」「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
患
者
減
と
感
染
対
策
の

支
出
増
で
医
療
従
事
者
に
し
わ
寄

せ
が
き
て
い
る
。
特
に
歯
科
医
療

機
関
の
苦
難
は
い
か
ば
か
り
か
。

資
料
は
い
た
だ
い
て
検
討
す
る
」

と
語
っ
た
。
関
議
員
は
、「
協
会

に
は
平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
署
名
の
紹
介
は
難
し
い

が
、
ご
意
見
は
承
っ
た
」
と
し

た
。

　

桜
井
議
員
は
、
要
請
に
対
し

「
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負

担
を
２
割
と
す
る
法
案
は
参
院
に

議
論
が
移
っ
て
い
る
が
、
最
後
ま

で
廃
案
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
」

と
語
っ
た
。
ま
た
「
協
会
の
度
重

な
る
訴
え
で
、
歯
科
医
療
が
全
身

の
健
康
に
果
た
す
重
要
性
は
理
解

し
て
い
る
。
窓
口
負
担
軽
減
と
保

険
適
用
範
囲
の
拡
大
は
急
務
」
と

し
歯
科
署
名
２
０
０
筆
の
紹
介
を

承
諾
し
た
。

　

清
水
議
員
は
「
２
割
化
法
案
は

高
齢
者
の
さ
ら
な
る
受
診
抑
制
を

引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
絶
対

６
・
３　

中
央
要
請
行
動

歯
科
診
療
の
拡
充
を

与
野
党
の
議
員
に
要
請

面
談
に
応
じ
た
盛
山
議
員
（
①
左
２
人
目
）、
関
議
員
（
②
左
）、
桜
井
議
員
（
③
左
２
人
目
）、
清
水
議
員
（
④
右
２
人
目
）

●①①

●②②

●③③

●④④

　

要
請
行
動
で
協
会
は
、「『
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
』『
患
者
窓

口
負
担
の
軽
減
』
を
求
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
金
の
心
配
を
し
な

い
で
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
」
と
、
国
会
議
員
に
対

養
成
機
関
、
歯

科
診
療
所
な
ど

か
ら
視
聴
。
現

地
・
オ
ン
ラ
イ

ン
合
わ
せ
て
全

国
か
ら
４
０
０

人
以
上
が
参
加

し
た
。

　

兵
庫
か
ら
参

加
し
た
歯
科
技

工
士
の
雨
松
真

希
人
氏
（「
保

険
で
良
い
歯
科

医
療
を
」
全
国

連
絡
会
会
長
）

は
あ
い
さ
つ

で
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
歯
科
医
療
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政
策
解
説

５
年
間
に
県
下
で
７
１
５
床
を
削
減

５
年
間
に
県
下
で
７
１
５
床
を
削
減

特

集

特

集

2021年2021年
県知事選県知事選

　

協
会
も
参
加
す
る
「
憲
法
が

輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」

は
６
月
11
日
、
県
知
事
選
挙
勝

利
へ
向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会

を
開
催
。
県
内
４
０
０
会
場
以

上
で
視
聴
さ
れ
た
。

　

集
会
で
は
、
県
知
事
選
挙
へ

の
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
金

田
峰
生
氏
が
、「
こ
れ
ま
で
に

県
内
全
自
治
体
を
訪
問
し
、
県

下
の
問
題
や
県
政
へ
の
要
望
に

つ
い
て
聞
き
取
り
、
予
定
候
補

の
中
で
最
初
に
政
策
を
発
表
し

た
。
他
候
補
も
コ
ロ
ナ
か
ら
命

を
守
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
対
応
で
は
、
押
さ
え
込

む
こ
と
は
で
き
て
お
ら
ず
、
抜

本
的
な
検
査
拡
大
と
、
感
染
病

床
確
保
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め

に
も
地
域
医
療
構
想
を
見
直

し
、
県
民
が
安
心
し
て
必
要
な

医
療
に
か
か
れ
る
た
め
の
十
分

な
病
床
を
確
保
す
る
。
自
己
責

任
を
押
し
付
け
る
政
治
か
ら
転

換
し
、
市
民
と
の
共
同
の
力
で

憲
法
を
実
践
し
て
い
く
た
め

に
、
選
挙
戦
を
た
た
か
い
抜

く
」
と
決
意
表
明
し
た
。

　

同
会
代
表
幹
事
の
神
戸
女
学

院
大
学
・
石
川
康
宏
教
授
が
情

勢
報
告
。「
保
守
分
裂
に
よ

り
、
兵
庫
県
の
『
オ
ー
ル
与

党
』
体
制
が
崩
れ
た
。『
自
民

・
維
新
相
乗
り
候
補
や
、
井
戸

県
政
を
継
承
す
る
候
補
は
イ
ヤ

だ
』
と
い
う
人
へ
、
市
民
と
野

党
の
共
同
候
補
と
し
て
の
金
田

峰
生
氏
へ
の
支
持
を
訴
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

集
会
で
は
、
県
下
の
各
団
体

か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
め
ざ

す
県
政
や
学
生
支
援
拡
充

の
点
な
ど
か
ら
も
、
金
田

氏
を
支
援
す
る
と
の
発
言

が
な
さ
れ
、
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団

体
「
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が

寄
せ
ら
れ
た
。
津
川
代
表

幹
事
が
、
地
域
や
職
場
で

宣
伝
や
有
権
者
と
の
対
話

を
大
き
く
展
開
す
る
こ
と

な
ど
の
行
動
提
起
を
呼
び

か
け
た
。

憲
法
県
政
の
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会

公
衆
衛
生
行
政
の
切
り
捨
て
が
招
い
た

公
衆
衛
生
行
政
の
切
り
捨
て
が
招
い
た

新
型
コ
ロ
ナ
禍

新
型
コ
ロ
ナ
禍

病
床
削
減
を
と
め
る
気
が
な
い
兵
庫
県

病
床
削
減
を
と
め
る
気
が
な
い
兵
庫
県

知
事
選
挙
を

知
事
選
挙
を

医
療
提
供
体
制
充
実
の
チ
ャ
ン
ス
に

医
療
提
供
体
制
充
実
の
チ
ャ
ン
ス
に

金
田
峰
生
氏
勝
利
で

県
政
転
換
を
実
現
し
よ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
保

健
所
は
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
検
体
搬
送
、
積
極
的
疫

学
調
査
と
し
て
感
染
源
の
追
究
や

濃
厚
接
触
者
抽
出
、
入
院
調
整
、

移
送
、
医
師
会
・
医
療
機
関
等
と

の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
担
っ
て
い

る
。

　

当
初
、
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数

が
他
国
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
い

こ
と
が
大
き
く
取
り
ざ
た
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
間
の
「
第
４

波
」
で
は
、
保
健
所
が
感
染
者
の

重
症
度
か
ら
、
医
療
介
入
の
必
要

性
を
判
断
し
て
い
る
が
、
医
療
機

関
か
ら
は
保
健
所
が
機
能
不
全
に

陥
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
保
健
所
の

統
廃
合
な
ど
公
衆
衛
生
行
政
の
切

り
捨
て
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
政
府
は
１
９
９
４
年
に
、
そ

れ
ま
で
の
保
健
所
法
を
地
域
保
健

法
に
改
定
す
る
と
と
も
に
、「
地

域
保
健
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基

本
的
な
指
針
」
を
発
出
し
、
従
来

人
口
10
万
人
に
１
カ
所
と
さ
れ
て

い
た
保
険
所
所
管
区
域
を
一
気
に

２
次
医
療
圏
単
位
と
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
全
国
的
に
保
健
所
は
統
廃

合
さ
れ
、
１
９
９
４
年
当
時
６
２

５
カ
所
あ
っ
た
都
道
府
県
保
健
所

は
２
０
１
７
年
に
は
３
６
３
カ
所

に
ま
で
減
少
し
た
。
兵
庫
県
で
も

２
０
０
０
年
に
県
内
に
29
カ
所
あ

っ
た
保
健
所
が
２
０
２
１
年
に
は

17
カ
所
へ
と
統
廃
合
さ
れ
た
（
図

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
用
の
病

床
や
重
症
者
用
病
床
の
逼
迫
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
兵

庫
県
の
コ
ロ
ナ
患
者
用
の
病
床
は

人
口
10
万
人
あ
た
り
21
・
３
床
で

あ
り
、
全
国
平
均
の
30
床
に
遠
く

及
ば
な
い
。
さ
ら
に
、
重
症
者
用

の
病
床
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
２

・
５
床
で
全
国
平
均
の
３
・
５
床

と
い
う
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
、
全
国
平
均
の
水
準
ま

１
）。
背
景
に
は
国
や
都
道
府
県

の
医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制
政
策

が
あ
る
。

　

し
か
し
、
兵
庫
県
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
持
ち
上
が
っ
て

い
た
芦
屋
保
健
所
を
宝
塚
保
健
所

に
統
合
す
る
計
画
を
い
ま
だ
に
進

め
て
い
る
。
兵
庫
県
の
こ
の
姿
勢

は
、
と
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
か
ら
県
民
の
命
と
健
康

を
守
る
も
の
で
は
な
い
。

で
整
備
す
る
た
め
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
用
の
病
床
を
４
９
０

床
、
重
症
者
用
病
床
で
は
53
床
が

必
要
と
な
る
（
図
２
・
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
緊
急
的
に
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
用
の
病
床
を
確
保
で
き

な
い
背
景
に
は
、
公
立
・
公
的
病

院
の
統
廃
合
が
あ
る
。
２
０
１
４

年
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

の
成
立
を
受
け
て
、
都
道
府
県
に

お
い
て
地
域
医
療
構
想
を
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
策
定
し
、

推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
こ
れ

ま
で
の
医
療
提
供
体
制
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
兵
庫
県
の
医
療
提
供
体
制
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
検
証
し
た
い
。

に
沿
え
ば
、
各
都
道
府
県
は
今
後

の
人
口
減
に
合
わ
せ
て
地
域
の
病

床
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
兵

庫
県
で
は
２
０
１
６
年
に
５
万
３

７
４
７
床
あ
っ
た
病
床
が
２
０
２

１
年
に
は
５
万
３
０
３
２
床
に
、

７
１
５
床
が
削
減
さ
れ
て
い
る

（
図
４
）。
こ
の
多
く
は
県
立
病

院
を
は
じ
め
と
す
る
公
立
・
公
的

病
院
の
統
廃
合
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　

確
か
に
地
域
医
療
構
想
の
策
定

は
都
道
府
県
に
法
的
に
課
さ
れ
た

義
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
道
府

県
に
よ
っ
て
国
の
策
定
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
そ
の
ま
ま
用
い
ず
、
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
き
め

細
や
か
な
計
画
を
策
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
京
都
府
で
は
地
域

　

７
月
18
日
に
は
兵
庫
県
知
事
選

挙
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
５
期

20
年
を
務
め
た
井
戸
敏
三
知
事
の

退
任
に
伴
い
、
井
戸
知
事
と
自
民

党
の
一
部
が
推
薦
す
る
前
副
知
事

の
金
澤
和
夫
氏
と
、
維
新
の
会
と

自
民
党
の
一
部
が
推
薦
す
る
前
大

阪
府
職
員
の
齋
藤
元
彦
氏
、
元
兵

庫
県
議
で
協
会
も
参
加
す
る
「
憲

法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る

会
」
が
推
薦
す
る
金
田
峰
生
氏
ら

が
す
で
に
立
候
補
を
表
明
し
て
い

る
。

　

金
澤
氏
は
公
約
で
「
感
染
状
況

に
機
動
的
に
対
応
で
き
る
病
床
体

制
を
確
保
し
ま
す
」「
兵
庫
県
版

Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
）
を
司
令
塔
と
し
て
、
政
令
市

・
中
核
市
の
保
健
所
も
含
め
た
県

内
保
健
所
の
一
体
的
な
連
携
体
制

を
構
築
し
ま
す
」
な
ど
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
齋
藤
氏
も
「
感
染
症

病
床
を
増
床
し
ま
す
」「『
コ
ロ
ナ

病
床
確
保
計
画
』
を
定
め
ま
す
」

「
保
健
所
の
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
職
員
の
増
員
を
も
っ
と
機
動

的
、
大
胆
に
行
う
ほ
か
、
市
町
の

消
防
署
と
も
連
携
し
入
院
調
整
や

搬
送
業
務
の
円
滑
化
を
図
り
ま

す
」
と
し
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
も
県
民
世
論
を
意
識
し

て
、
感
染
症
病
床
の
充
実
や
保
健

所
の
体
制
強
化
を
打
ち
出
し
て
い

る
が
、
そ
の
実
効
性
に
は
疑
問
符

を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
。

　

と
い
う
の
も
、
金
澤
氏
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
下
で
、
井
戸

県
政
を
副
知
事
と
し
て
支
え
た
人

物
で
あ
る
。
副
知
事
で
あ
り
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
病
床
を
抜

本
的
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
県
の
病

床
削
減
方
針
に
異
を
唱
え
る
こ
と

も
し
て
こ
な
か
っ
た
人
物
で
あ

る
。
ま
た
金
澤
氏
は
井
戸
知
事
の

後
継
を
自
任
し
て
お
り
、
と
て
も

こ
れ
ま
で
の
医
療
・
社
会
保
障
軽

視
の
井
戸
県
政
の
転
換
な
ど
で
き

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
齋
藤
氏
も
大
阪
府
の
財

政
課
長
と
し
て
、
維
新
の
会
の
大

阪
府
政
を
支
え
て
き
た
人
物
で
あ

る
。
大
阪
府
で
は
、
橋
下
前
知
事

時
代
に
、
徹
底
し
て
保
健
所
を
統

廃
合
し
た
こ
と
や
、
大
阪
府
市
の

維
新
政
治
が
、
公
的
病
院
を
地
域

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
統
廃
合
し

た
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
齋
藤
氏
も
ま
た
、
医

療
・
社
会
保
障
の
充
実
を
担
う
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

金
田
氏
は
私
た
ち
の
「
開
業
保

険
医
の
要
求
案
」
を
全
面
的
に
支

持
し
、
協
会
は
、
金
田
氏
の
支
持

推
薦
を
決
定
し
た
。
金
田
氏
に
は

ぜ
ひ
、
開
業
保
険
医
の
重
点
要
求

案
に
あ
る
県
内
の
医
療
提
供
体
制

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

医
療
構
想
で
２
０
１
６
年
の
水
準

を
最
低
水
準
と
し
て
確
保
す
る
計

画
を
立
て
て
お
り
、
ど
の
２
次
医

療
圏
に
も
病
床
削
減
計
画
は
掲
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
結
局
、
兵
庫
県

は
国
の
言
い
な
り
に
地
域
医
療
構

想
を
策
定
し
、
病
床
削
減
を
進
め

て
き
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
、
必
要
な
病
床
を
確
保

で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、

病
床
削
減
あ
り
き
の
計
画
は
見
直

す
べ
き
だ
と
の
声
が
各
界
か
ら
上

が
り
、
厚
生
労
働
省
も
地
域
医
療

構
想
に
感
染
症
対
策
を
盛
り
込
む

こ
と
を
決
め
た
。
し
か
し
、
兵
庫

県
は
厚
労
省
の
こ
の
方
針
転
換
に

つ
い
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う

と
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
５
万

図１　井戸県政下で保健所の数は４割減

図３　重症患者用ベッドも全国平均より少ない 図４　コロナ感染拡大後も病床削減を続ける方針

図２　全国平均より少ない兵庫県の新型コロナ
患者用ベッド　　　　　　　　　
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490床少ない

２
４
４
５
床
ま
で
に
病
床
を
削
減

す
る
計
画
を
堅
持
し
て
い
る
（
図

４
）。

　

兵
庫
県
は
、
国
の
医
療
費
抑
制

政
策
を
受
け
て
公
衆
衛
生
行
政
や

必
要
な
病
床
整
備
を
蔑
ろ
に
し
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
県
政
で
は
県

民
の
命
と
健
康
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
守
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
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オンライン集会であいさつする金田氏
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協
会
は
４
月
24
日
、
医
院
経
営

研
究
会
第
４
０
９
回
例
会
「
今
必

要
な
雇
用
管
理
の
ポ
イ
ン
ト　

ミ

ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
視
点
で
」
を
協

会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。
社
会
保
険
労
務
士
の
桂
好
志

郎
先
生
が
講
師
を
務
め
、
20
人
が

参
加
し
た
。

　

桂
先
生
は
冒
頭
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
で
医
療
機
関
の
経
営
も

厳
し
い
な
か
、
経
営
も
雇
用
も
守

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
雇
用
調
整

助
成
金
を
十
分
に
活
用
す
る
よ
う

に
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
一
方
で
、
コ

ロ
ナ
収
束
後
を
長
期
的
に
見
据
え

れ
ば
人
手
不
足
は
深
刻
で
、
職
員

が
定
着
す
る
職
場
を
今
の
う
ち
に

作
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
年
次
有
給
休

暇
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
し
、

年
休
の
付
与
日

数
や
時
間
単
位

の
取
得
な
ど
の

基
本
的
な
ル
ー

ル
を
く
わ
し
く

解
説
。
２
０
１

９
年
４
月
か
ら

は
年
５
日
の
年

次
有
給
休
暇
の

年
次
有
給
休
暇
の
活
用
で

　
　
　
　
　

よ
り
良
い
医
院
づ
く
り

医
院
経
営
研
究
会
「
今
必
要
な
雇
用
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」

医
院
経
営
研
究
会
「
今
必
要
な
雇
用
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」　文化部は４月25日、日本酒セミナー「姫路市・灘菊酒蔵　杜氏

によるオンライン酒蔵案内と特選のお酒を楽しむ会」を開催。15
医療機関17人が参加した。灘菊酒蔵代表取締役社長・杜氏の川西
光佐氏を講師に、Zoomによる酒蔵や酒造行程を見学。同酒蔵の
特選酒を楽しんだ。

文化部・日本酒セミナー

オンラインで楽しむお酒

感染対策をしながら「特別純米 MISA」で乾杯
（右・加藤隆久文化部長、左・綿谷茂樹副部長）

　

神
戸
市
に
は
、
障
害
児
の
療
育

を
担
う
三
つ
の
療
育
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
が
、
常
に
予
約
で
い
っ

ぱ
い
で
、
作
業
療
法
な
ど
で
は
１

年
待
ち
と
い
う
状
況
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
１
年
間
必

要
な
療
育
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

は
、
子
ど
も
の
発
達
に
と
っ
て
大

設
の
元
職
員
ら
が
中
心
と
な
っ
て

つ
く
る
「
神
戸
市
の
療
育
を
豊
か

に
す
る
会
」
か
ら
「
神
戸
市
の
療

育
の
充
実
を
求
め
る
要
請
署
名
」

へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
支
部
で

は
５
月
の
幹
事
会
で
同
署
名
に
協

力
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

要
請
で
は
「
１
．
療
育
セ
ン
タ

ー
の
相
談
・
検
査
・
訓
練
の
待
機

を
改
善
す
る
こ
と
」「
２
．
療
育

セ
ン
タ
ー
の
療
育
部
門
の
人
員
を

増
や
す
こ
と
」「
３
．
療
育
セ
ン

タ
ー
の
バ
ス
運
転
士
を
民
間
委
託

に
し
な
い
こ
と
」
の
３
点
を
神
戸

市
に
求
め
て
い
ま
す
。
神
戸
支
部

の
先
生
方
に
は
、
署
名
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
月
刊
保
団
連
７
月
号

に
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
先

生
、
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
の
署
名

を
集
め
、
ご
返
信
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

署
名
用
紙
の
追
加
申
し
込
み
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393
―

１
８
４
０　

事
務
局
・
島
ま
で

　

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
話
を
聞

い
て
、
こ
の
考
え
方
は
心
身
医
学

に
応
用
で
き
る
と
考
え
た
。
た

だ
、
無
意
識
を
意
識
化
し
て
、
そ

れ
を
本
人
に
認
め
さ
せ
る
方
法
が

難
し
い
。
見
つ
け
て
も
本
人
は
無

意
識
の
こ
と
な
の
で
認
め
よ
う
と

し
な
い
。

　

理
屈
か
ら
言
え
ば
、
相
手
の
心

と
、
こ
ち
ら
の
心
と
の
中
間
に
心

を
置
い
て
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
理
屈
で
は
分
か
る
が
現
実
で

は
難
し
い
。

　

こ
ち
ら
が
強
す
ぎ
る
と
命
令
に

な
っ
て
し
ま
う
し
、
相
手
が
強
す

ぎ
る
と
、
同
情
を
求
め
ら
れ
て
振

り
回
さ
れ
て
し
ま
う
。
振
り
回
さ

れ
て
失
敗
し
た
例
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。

　

無
意
識
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
を

考
え
て
、
交
流
分
析
を
用
い
た
研

究
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
東
京
大

学
心
療
内
科
の
石
川
、
末
松
、
久

保
田
、
野
村
、
そ
の
他
教
室
員
の

人
々
で
あ
る
。

　

交
流
分
析
は
、
エ
リ
ッ
ク
・
バ

ー
ン
が
提
唱
し
た
個
人
の
成
長
と

変
化
と
の
体
系
的
心
理
療
法
の
理

論
で
あ
る
。

　

こ
の
話
は
昭
和
30
年
代
の
大
阪

大
学
精
神
科
で
行
わ
れ
て
い
た

「
心
身
医
学
の
集
い
」
で
九
州
大

学
の
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
、
そ
の

時
著
書
を
求
め
た
。
そ
の
後
、
症

状
と
性
格
と
の
関
係
に
応
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
説
明
す
る

言
葉
選
び
が
大
変
で
あ
っ
た
。
頑

固
な
方
に
は
、
信
念
が
お
強
い
で

す
ね
と
変
え
た
り
、
優
柔
不
断
の

方
に
は
、
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
お

あ
り
で
結
論
を
出
す
の
が
大
変
で

す
ね
、
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
言
葉

を
考
え
た
。

　

要
す
る
に
、
現
在
の
環
境
か
ら

心
理
的
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
っ
た
反

応
が
、
心
身
症
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
か
ら
す
る
と
、
患
者
さ
ん
の

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
方
法
を
治
療

の
目
的
と
す
る
が
、
た
だ
、
本
人

の
性
格
行
動
特
性
が
関
与
す
る
た

め
、
本
人
が
意
識
し
て
変
え
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
こ
れ
が
難
し
い
。
生
活
習

慣
を
変
え
る
の
に
は
時
間
が
か
か

る
。

　

自
分
の
過
去
と
他
人
は
変
え
ら

れ
な
い
と
人
に
説
い
て
い
た
方
で

も
、
自
分
に
対
し
て
理
不
尽
だ
と

感
じ
た
こ
と
に
対
し
て
、
不
満
を

感
じ
て
お
ら
れ
た
。
こ
と
、
自
分

事
に
な
る
と
対
応
が
変
わ
っ
て
く

る
。

　

反
対
に
、
私
に
「
心
療
内
科
な

ん
て
お
前
に
は
無
理
だ
。
教
祖
的

人
間
で
な
い
と
ダ
メ
だ
」
と
言
っ

た
方
が
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
方

は
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
タ
バ
コ

は
止
め
ろ
、
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
な

ど
生
活
習
慣
を
変
え
さ
せ
る
心
療

内
科
を
実
践
し
て
い
た
。

　

ど
う
に
も
な
ら
な
い
な
と
考
え

た
こ
と
が
起
こ
り
、
割
り
切
っ
て

い
た
つ
も
り
で
も
、
問
題
が
解
決

し
て
喜
び
を
感
じ
た
な
ら
、
内
心

は
不
満
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

そ
の
分
析
が
難
し
い
。
情
報
が

あ
っ
て
、
自
分
で
は
制
御
し
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

死
ぬ
ま
で
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で

あ
る
。

員員 稿稿
会 投

情
報
と
制
御（
付
録
）

灘
区　
　

岡
本　

好
司

神
戸
支
部
長　
　

田
中　

孝
明 お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

●医院経営研究会 ７月例会パソコン記帳講座パソコン記帳講座
日　時　７月24日（土）14時30分～18時30分
会　場　神戸市産業振興センター８階　ソフトウェア研修室
講　師　協会税務講師団　田中　雄司税理士
　　　　PCインストラクター　花房　孝英氏
参加費　7000円（医院経営研究会会員はPC使用料1000円）　　定　員　15人（先着順）

確
実
な
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
た

と
紹
介
し
た
。
職
員
の
年
休
に
対

す
る
関
心
は
非
常
に
高
く
、
こ
の

義
務
付
け
を
前
向
き
に
受
け
止
め

て
年
休
を
取
り
や
す
い
職
場
に
す

る
と
、
求
人
で
も
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
仕
事
を
フ
ォ
ロ
ー
し
あ
う
体

制
が
で
き
る
こ
と
で
職
員
同
士
の

相
互
理
解
も
深
ま
る
と
し
た
。

　

他
に
、
労
働
時
間
の
適
正
な
把

握
や
パ
ー
ト
職
員
へ
の
不
合
理
な

待
遇
差
の
禁
止
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

義
務
等
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
実

際
の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
出
勤
の
時
間

や
曜
日
が
不
定
期
の
職
員
の
年
休

は
ど
う
計
算
す
れ
ば
い
い
の
か
」

な
ど
多
数
の
質
問
が
出
さ
れ
、
桂

先
生
が
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に

回
答
し
た
。

桂
社
労
士
が
雇
用
管
理
の
各
種
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

神
戸
市
の
療
育
充
実
を
求
め
る
請
願
署
名

http://www.hhk.jp

療
育
の
充
実
を
求
め
る

　
　
　
　

署
名
へ
ご
協
力
を

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 税務調査に不安はありませんか？
医院経営に関する幅広い知識を習得！

医院経営研究会 会費は月額2,000円
◎ 医療法人運営、就業規則、決算など、毎月のセミナー（例会・１回3,000円）の参加費無料。
　参加できなくても、レポート（通常2,000円）を無料でお届け
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎ 医院経営にすぐ役立つ書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

き
な
影
響

を
及
ぼ
し

か
ね
な
い

と
、
協
会

神
戸
支
部

は
、
療
育

施
設
の
増

設
・
充
実

を
神
戸
市

に
要
望
し

て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た

び
、
同
施

神戸支部神戸支部



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２１年(令和３年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（５） 第１９７７号

抗
凝
固
剤
服
用
患
者
に
対
し
て
、

「
採
血
後
は
長
め
に
圧
迫
止
血
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
医

療
関
係
者
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
筋

肉
内
に
細
い
針
で
注
射
し
た
結
果

の
出
血
を
、
外
か
ら
長
め
に
押
さ

え
て
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

高
度
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の

既
往
や
現
在
発
熱
し
て
い
る
患
者

は
不
可
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
え

て
、
抗
が
ん
剤
服
用
中
や
大
量
の

ス
テ
ロ
イ
ド
服
用
の
患
者
は
主
治

医
の
意
見
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
診
票
で
不
可

か
可
を
分
類
す
る
こ
と
で
、
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
副
作
用
な
ど
を

　

１
９
８
７
年
に
開
催
さ
れ
た
兵

庫
県
保
険
医
協
会
の
総
会
記
念
講

演
で
、
京
都
大
学
の
本
庶
佑
教
授

が
、
一
般
向
け
の
自
著
で
あ
る

『
遺
伝
子
が
語
る
生
命
像
』
を
話

題
に
ご
講
演
さ
れ
た
。

　

こ
の
著
書
は
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス

で
、
生
物
進
化
や
分
子
遺
伝
学
、

遺
伝
子
工
学
、
科
学
技
術
と
人
間

社
会
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
内
容
だ
が
、
各
項
目

は
エ
ッ
セ
イ
風
で
、
興
味
の
あ
る

話
題
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
１
３
年
に
内
容
が
大
幅
に
加

筆
・
改
稿
さ
れ
た
。

　

２
０
１
８
年
に
先
生
が
「
免
疫

抑
制
の
阻
害
に
よ
る
が
ん
治
療
法

の
発
見
」
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
問

診
票
が
必
要
で
す
。
何
の
病
気
で

ど
ん
な
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
の
記

載
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

接
種
し
て
も
良
い
と
言
わ
れ
た

か
、
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
（
そ
の

後
、
問
診
票
の
内
容
が
変
更
さ

れ
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
確
認
を

求
め
る
項
目
は
削
除
さ
れ
ま
し

た
）。

　

こ
の
問
診
票
の
目
的
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に

適
さ
な
い
人
を
見
つ
け
る
た
め
で

し
ょ
う
か
？　

で
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
不
適
切
と
い
う
の
は
ど
ん
な
人

た
ち
で
し
ょ
う
か
？

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
で
複
数
の
薬

を
服
用
し
て
い
る
人
、
脳
梗
塞
で

抗
血
小
板
剤
や
抗
凝
固
剤
服
用
患

者
で
は
接
種
不
可
で
し
ょ
う
か
？

回
避
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

こ
れ
が
評
価
（
Ｃ
）
で
す
。
医
療

従
事
者
に
先
行
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
死
亡
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

は
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

も
し
く
は
減
少
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？　

答
え
は
Ｎ
Ｏ
で
す
。

　

時
間
を
要
す
る
こ
の
問
診
票

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要
な
律

速
段
階
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
の
長
所
や
副
作
用

を
く
わ
し
く
説
明
し
、
国
の
補
償

制
度
も
説
明
し
、
問
診
医
は
面
談

に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
割
く
の
で

し
ょ
う
か
？

　

平
穏
時
で
も
、
こ
の
必
要
性
は

議
論
さ
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
特
に
今
は
有
事
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け
早
く

こ
の
問
診
票
を
簡
素
化
し
て
、
多

く
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き
る

よ
う
な
体
制
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

素
人
な
が
ら
私
は
、
生
命
の
起

源
が
現
代
科
学
で
ど
こ
ま
で
解
明

で
き
て
い
る
の
か
、
学
生
時
代
か

ら
興
味
が
あ
っ
た
。
こ
の
魅
力
的

な
テ
ー
マ
は
科
学
の
枠
を
出
て
、

Ｓ
Ｆ
の
世
界
に
行
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。

　

分
子
生
物
学
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ド
グ
マ
と
し
て
の
生
命
の
遺
伝
情

報
の
流
れ
は
、「
Ｄ
Ｎ
Ａ
↓
Ｒ
Ｎ

Ａ
↓
タ
ン
パ
ク
質
」
で
あ
る
が
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
タ
ン
パ
ク
質

の
触
媒
作
用
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

の
で
、
生
命
の
始
ま
り
は
核
酸
な

の
か
タ
ン
パ
ク
質
な
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
Ｒ
Ｎ

Ａ
に
は
タ
ン
パ
ク
質
の
助
け
を
借

り
ず
に
触
媒
作
用
を
行
う
も
の
が

あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
、
生
命

の
始
ま
り
は
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
と
す

る
学
説
に
い
た
っ
た
。

　

し
か
も
単
純
な
構
造
の
タ
ン
パ

ク
質
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
分
子
レ
ベ
ル
で

共
生
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
進
化
し
安
定
し
た
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
を
作
り
出
し
た
と
い
う

学
説
が
あ
る
。
こ
の
分
子
共
生
説

は
、
ア
イ
ゲ
ン
教
授
の
「
自
己
組

織
化
」
の
概
念
に
も
関
連
し
て
い

る
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
概
念
を

社
会
学
や
経
済
学
に
応
用
す
る
学

者
も
い
て
、
興
味
が
尽
き
る
こ
と

は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
世
界
で
蔓
延

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
人
の
体
内
に
侵
入
す

る
と
人
の
免
疫
系
は
無
数
の
抗
体

を
作
っ
て
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃
す
る

の
で
、
不
安
定
な
Ｒ
Ｎ
Ａ
型
ウ
イ

ル
ス
は
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
何
度

も
突
然
変
異
を
起
こ
し
て
抗
体
か

ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
生

存
の
た
め
に
環
境
に
適
応
し
よ
う

と
変
異
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、

本
質
的
に
ウ
イ
ル
ス
と
人
が
発
生

し
た
時
か
ら
の
「
共
生
関
係
」

を
、
人
工
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
で

あ
る
か
は
予
想
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
重
要
だ
が
、

そ
れ
に
期
待
し
す
ぎ
る
の
は
危
う

い
。
す
ぐ
に
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
し

て
、
次
々
と
違
う
タ
イ
プ
の
も
の

が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
共
生
関
係

に
あ
る
私
た
ち
は
、
人
が
持
つ
免

疫
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
働
け
ば
回

復
で
き
る
病
気
と
し
て
、
ウ
イ
ル

ス
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
覚
悟
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

生
命
の
起
源
に
お
い
て
も
、
Ｒ

Ｎ
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス
自
体
に
お
い
て

も
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
分
子
と
い
う
「
物
質

が
主
役
」
な
の
だ
か
ら
、
な
ん
と

も
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

生
命
の
起
源
と

Ｒ
Ｎ
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

問
診
票
は
何
の
た
め
？西

区
・
歯
科　
　

柏
木　

一
英

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

ヒ
ノ
マ
ル
ソ
ウ
ル

〜
舞
台
裏
の
英
雄
た
ち
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映
画
『
ヒ
ノ
マ
ル
ソ
ウ
ル
〜

舞
台
裏
の
英
雄
た
ち
』
を
紹
介

し
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
先
生

方
な
ら
昨
日
の
よ
う
な
出
来
事

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
若

い
世
代
は
、
１
９
９
８
年
２
月

に
開
催
さ
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
感
動
を
知
ら
な
い
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
も
う
23
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
キ

ー
ジ
ャ
ン
プ
団
体
と
言
え
ば
、

『
岡
部
、
斎
藤
、
原
田
、
船
木

（
敬
称
略
）』
の
各
メ
ン
バ
ー

で
優
勝
し
た
こ
と
が
蘇
り
ま

す
。
今
作
品
は
、
１
９
９
８
年

長
野
五
輪
で
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン

プ
団
体
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
、

陰
で
支
え
た
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ

ー
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
秘
話

を
、
俳
優
・
田
中
圭
さ
ん
主

演
、
裏
方
で
支
え
る
妻
に
は
女

優
・
土
屋
太
鳳
さ
ん
を
始
め
、

豪
華
俳
優
陣
に
よ
る
実
話
の
映

画
化
作
品
で
す
。

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
主
人

公
、
西
方
仁
也
は
、
１
９
９
４

年
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪
の
団
体

戦
で
日
本
代
表
を
牽
引
し
ま
す

が
、
惜
し
く
も
金
メ
ダ
ル
を
逃

し
、
長
野
五
輪
で
の
雪
辱
を
誓

い
ま
す
。
し
か
し
腰
の
故
障
に

よ
り
代
表
を
落
選
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

悔
し
さ
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る

中
、
競
技
前
に
ジ
ャ
ン
プ
台
に

危
険
が
な
い
か
を
確
認
す
る
、

テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
し
て
長

野
五
輪
へ
の
参
加
を
依
頼
さ
れ

た
時
、
裏
方
に
甘
ん
じ
る
屈
辱

を
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
抱
え
て
集
ま
っ
た
テ

ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
と
準
備

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
番
当
日
、
１
本
目

の
ジ
ャ
ン
プ
を
失
敗
し
た
日
本

が
逆
転
を
狙
う
中
、
猛
吹
雪
に

よ
っ
て
競
技
が
中
断
。
審
判
員

た
ち
は
「
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー

25
人
が
全
員
無
事
に
飛
べ
た
ら

競
技
を
再
開
す
る
」
と
い
う
判

断
を
決
定
。
日
本
の
金
メ
ダ
ル

へ
の
道
は
西
方
を
は
じ
め
と
し

た
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
に

託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

田
中
圭
さ
ん
が
演
じ
た
主
人
公

・
西
方
仁
也
さ
ん
ほ
か
、
レ
ジ

ェ
ン
ド
の
葛
西
紀
明
さ
ん
、
原

田
雅
彦
さ
ん
ら
、
実
在
の
ス
キ

ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
劇
中
に
多
数

登
場
し
ま
す
。
感
動
の
映
画
作

品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
本
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
は
、
多
く
の
国
民
の
支

援
や
支
持
の
も
と
で
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
。
２
０
２
１
年
７

月
の
東
京
五
輪
は
、
国
民
の
猛

反
対
と
感
染
症
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
で
強
行
開
催
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
五
輪
は
や
は
り
中
止

す
べ
き
と
添
え
つ
つ
、
今
作
品

の
鑑
賞
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】
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Ａ２　算定できます。算定する場合は、
新型コロナウイルス感染症の自宅療養・
宿泊療養に係る対応である旨および在宅
酸素療法が必要と判断した医学的根拠を
診療報酬明細書の摘要欄に記載してくだ
さい。
Ｑ３　Ｑ２において、酸素ボンベ加算、
酸素濃縮装置加算、液化酸素装置加算、
呼吸同調式デマンドバルブ加算または在
宅酸素療法材料加算を算定できるか。
Ａ３　使用した場合には算定できます。
Ｑ４　Ｑ２、３について、いつから算定
できるのか。
Ａ４　本項目に関する厚労省通知は本年
２月26日に出されたものですが、対象患
者には２月26日以前に遡って算定いただ
けます。減点事例などありましたら、協
会（☎078－393－1803、受付時間：平日
10～12時、14～17時）までご相談くださ
い。

　厚労省「新型コロナウイルス感染症に
係る診療報酬上の臨時的な取扱いについ
て」その36（2/26）より抜粋、一部追加
・改変

〈緊急往診加算〉
Ｑ１　自宅・宿泊療養を行っている者に
対して、当該患者またはその看護に当た
っている者から、新型コロナウイルス感
染症に関連した訴えについて、往診を緊
急に求められ、速やかに往診しなければ
ならないと判断して往診した場合、緊急
往診加算は算定できるか。
Ａ１　算定できます。

〈在宅酸素療法指導管理料〉
Ｑ２　自宅・宿泊療養を行っている者に
対して、在宅酸素療法に関する指導管理
を行った場合、在宅酸素療法指導管理料
２「その他の場合」（2,400点）を算定で
きるか。

医科保険請求

〈新型コロナウイルス感染症 診療報酬上の臨時的取扱い〉

　厚労省は５月28日付で、「予防接種を行う医療機関は、関係法令に基づき診療
録を作成する必要があるが、予診票の写しを診療録として差し支えない」と通知
した。

新型コロナワクチン接種 診療録作成は予診票の写しで可

大樹・富国・明治安田生命の個人保険にご加入の先生方は、協会の自動引

落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

大樹生命、富国生命、明治安田生命の 　
個人保険にご加入の皆様へ
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SDGs等から熱中症を考え、
体液管理と経口補水療法の活用

三田市・医療福祉センターさくら院長
兵庫医科大学特別招聘教授 服部　益治先生講演

はじめに
　熱中症が重大な健康被害として日
本で注目されたのが2010年の夏で
す。「高齢者が自宅で倒れたり、睡
眠中の死亡事例が目立つ」との報道
に対し、市民の反応は「屋外でも、
炎天下でもないのに、夜に、なぜ死
亡？」でした。また「日射病、熱射
病は聞いたことがあるけれど、熱中
症って何？」と、「熱中症」の用語
さえ社会で認識されていなかったの
です。
　2000年以降の環境省データでは熱
中症の年間死亡数は200～500名で推
移していましたが、2010年は1731名
死亡と急増しました。この事態は地
球温暖化とともに今後想定以上の健
康問題になると考え、2012年に『教
えて！「かくれ脱水」 委員会』
（https://www.kakuredassui.jp/）を
立ち上げ、委員長を仰せつかり、環
境省とともに活動してきました。そ
の中、昨年来の「コロナ禍」は熱中
症の新たな懸念材料となり、一層の
対策が必要です。

熱中症（脱水症）で気になる四つの背景
①地球温暖化はじめ地球環境の悪化
です。2015年に国連で採択された
「持続可能な開発目標（SDGs）」の
励行を継続しなければ温暖化が進
み、熱中症被害はじめ新型コロナ後
の新たな感染症出現にも関連します
（https://www.wwf.or.jp/activities/
basicinfo/1028.html）。
②気象庁は、10年ぶりに「気温平年
値」の統計期間を1991～2020年に更
新しました。昨年までの平年値より
も、今年の平年値は0.1～0.5℃程度
高くなります。昨年の「今日は平年
より暑い日なので注意」が、今年は
「平年並みの気温」の予報となる日
もあります。「平年並み」を過信せ

ず、油断しないことです（https://
w w w . j m a . g o . j p / j m a /
press/2103/24a/210324_heinenchi.
html）。
③新型コロナウイルス禍による自粛
のために運動不足となり、体液の貯
蔵庫である筋力量を減少させ、熱中
症の本体である脱水症に陥りやすく
なっています。
④マスク着用によって、呼気による
放熱が抑えられ、またマスクで口腔
内湿潤となるため脱水症に気づきに
くくなり、例年以上に熱中症に陥り
やすいのです。また外気（夏は熱
気）の頻繁な換気が求められ、熱中
症リスクは想像以上です（https://
www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000121431_coronanettyuu.
html）。

熱中症による真意「脱塩水症」になり
やすいヒト（恒温動物）と暑熱順化
　ヒトは恒温動物で、生命維持の体
温範囲（34～42℃）が狭く、自らの
体温を一定に保つ必要があります。
　熱中症の環境評価は、気温のみで
なく暑さ指数（湿球黒球温度；
WBGT）で考えましょう。ヒトの熱
バランスに影響を及ぼす①気温、②
湿度、③輻射熱の三つを取り入れた
指標です（https://www.wbgt.env.
go.jp/wbgt.php）。
　気温上昇・湿度上昇・風流減少
で、体温が上昇しかけますと、発汗
（NaClを含む体液）の放熱で対応し
ますが、塩っぱい汗は脱水症（造
語；脱塩水症）につながります。生
体の恒常性には体液管理が求められ
ます（https://www.kakuredassui.jp/
stop/knowledge/whatis/whatis03）。
　脱水症の予防には、皮膚の血流を
増やして熱放散を促し、ナトリウム
喪失の少ない発汗、すなわち効率の
良い発汗のため、日頃からの「暑熱

順化」をお勧めし
ま す（ https : / /
w w w . i t m e d i a .
c o . j p / n e w s /
articles/2104/02/
news114.html）。
　また熱中症が心
配な状況では、
「こまめな水分補
給（ １ 時 間 毎
100ml～200ml）」
が予防となりま
す。一方、一気飲
み（400～500ml以
上）は、体液の急
激な増加（浮腫）
に対し、尿の排出
を促そうとして脳
下垂体から抗利尿
ホルモン（尿量の
抑制効果）の分泌
を低下させます。
その結果、尿の排泄量が増え、脱水
症の改善を妨げるため逆効果となり
ます。

熱中症は重症度で考える
　熱中症は「暑熱障害による症状の
総称」で、「暑熱環境にさらされ
た」という状況下での体調不良はす
べて熱中症の可能性があります。熱
中症の対応は重症度を「具体的な治
療の必要性」の観点から分類してい
ます（表１）。
　熱中症になった時、自分自身や周
囲の人がとるべき行動の基本は、熱
中症（熱中り）を「身体の火災」と
考え“FIRE”の消火です（表２）。

体液補充の「経口補水液」の
活用（経口補水療法）
　熱中症リスクがある時や陥りかけ
た時は、経口補水液の活用が重要で
す（https://www.kakuredassui.jp/
usefulinformation/ort/ort01）。脱水
症対策としての経口補水液の吸収メ
カニズムは、水分と電解質が口から
カラダの中に入り、食道、胃を経
て、体内の水分吸収の80％が行われ
る小腸へと移動した時に、糖分がナ
トリウムイオンと結びつく結果、水
分が小腸粘膜から吸収されるという
ものです。これは、ナトリウムイオ

ン・ブドウ糖の「共輸送機構」と呼
ばれる小腸の重要な働きです。この
働きは、下痢をしていても正常に作
動することが分かっていますので、
下痢をしていても、経口補水液は身
体に取り込まれ、脱水状態を緩和し
てくれます。小腸での水分吸収を促
すためには、ブドウ糖とナトリウム
イオンの濃度比率が2:1を超えない
組み合わせが良いのです。
　熱中症はじめ脱水症リスクの年齢
因子は乳幼児と高齢者です。脱水症
の治療に点滴がありますが、予防か
ら改善までを考えますと経口補水液
の活用となります。
　特に高齢者は、日頃から体液が減
少傾向（造語；「かくれ脱水」）で在
宅生活が長くなりますと、筋肉の衰
えとともに嚥下障害がみられること
も少なくありません。液体でむせや
すい場合は、ゼリー状のタイプの経
口補水液を利用しましょう。

まとめ
　都市化による地球温暖化は「熱波
災害」であり、熱中症対策は人類の
課題です。熱中症から体液管理の重
要性を再確認し、暑熱順化で予防を
心がけるとともに、経口補水液を常
備しておきましょう。
 （５月29日、薬科部研究会より）

分類 重症度 主な症状

Ｉ度 軽症【現場での応急処置が可能】

（熱失神）
（熱けいれん）

立ちくらみ、めまい、失神、
筋肉痛・筋肉の硬直（こむら返り）

II度 中等症【病院への搬送が必要】

（熱疲労） 頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐
倦怠感、虚脱感

III度 重症【入院・集中治療の必要】

（熱射病） 意識がなくなる、けいれん、歩けな
い、刺激への反応がおかしい、高体温

表１　熱中症の症状と重症度分類

表２　熱中症の応急処置“FIRE（火災）”

Fluid：適切な水分補給（経口補水液）
Icing：冷やす（側頸部・腋窩部（脇）・股の動脈）
Rest：安静（屋外では日射を避け、涼しい場所）
Emergency：救急搬送／119番（早め）

（https://www.kakuredassui.jp/wp-content/uploads/dl_
living03_2004.pdf）

「院内感染防止対策に係る施設基準（歯初診）」施設基準対応研修
日　時　７月11日（日）15時～16時　　会　場　協会５階会議室
講　師　三菱神戸病院　歯科口腔外科医長　藤田剛史先生
参加費　1000円
※ ７月に行う近畿厚生局への報告に、４年以内の院内感染対策研修の
受講日記載が必要です。「受講証」を発行します

歯科医療安全管理対策研究会

初級歯科助手講座初級歯科助手講座
日　時　７月11日（日）10時～16時
会　場　協会５階会議室
内　容　「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」
　　　　「患者接遇とコミュニケーション」
　　　　「歯科外来における院内感染対策の基礎知識」（※）
参加費　6000円（ テキスト「デンタルスタッフのための歯科保険診療

ハンドブック」・資料・弁当・お茶代含む）
定　員　50人
※ 下記の院内感染対策の職員研修としても位置付け。「受講証」を発
行します

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポート グループISR

信頼・向上 そして社会貢献50 th

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

公的保険データ分析
レセプト管理・マイナンバー

経 営 者 会 議
労働保険事務組合

ISR e-Sports
シニア躍動・共生社会

ISRサテライトオフィス
ウェブ会議・リモートワーク

ISRグループ 検索

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで
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